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(株)アイ・スカイとエイチ・エス債権回収(株)による 

保証人への回収行為の停止を求める決議 

 

商工ローン(株)ＳＦＣＧは、これまで借主のみならず多数の保証人をも破産や自

殺に追い込んできた。この保証被害が債権譲渡先の請求によって再燃しようとして

いる。ＳＦＣＧ破産管財人から債権譲渡を受けた(株)アイ・スカイの委託を受けた

というエイチ・エス債権回収(株)は、借主と保証人に対して、長期間の遅延損害金

を付し、この４月にも一斉提訴をすると脅して回収を試みている。 

ＳＦＣＧ破産管財人は、ＳＦＣＧに残った２３０億円の借主に対する債権を平成

２３年３月に６億５０００万円の代金で(株)アイ・スカイに売却した。もっともＳ

ＦＣＧ破産管財人によれば、保証人に対する債権は譲渡の対象とはされてはいない

とのことである。 

(株)アイ・スカイは平成２２年末に、わずか資本金３０万円で設立された会社で

あり、債権の購入代金６億５０００万円を現実に負担した者の正体は明らかになっ

ていない。６億５０００万円の元手で２３０億円もの債権および遅延損害金の回収

を企図することは暴利行為であるが、この暴利の行方は不明である。 

そもそも個人保証は自らはなんら利益を得ない立場であるにもかかわらず、危険

のみを負担させられる一方的かつ不合理な制度であり、これを濫用して、暴利的な

債権回収の犠牲となることは、社会的に到底容認できることではない。平成２３年

７月に示された金融庁の監督指針においては、銀行も地域金融機関も第三者保証人

を求めることを原則禁止するとともに、保証人からの回収に当たっては、きめ細か

な配慮をなすべきとされている。第三者保証人の禁止が求められる昨今において、

保証人に対する過酷な請求がなされることは、時代錯誤というべきである。 

 ＳＦＣＧの根保証については、公序良俗違反であるとの判決（東京高判平成１３

月２０日判時１７４０号４６頁）がなされている。加えて、ＳＦＣＧは、借主の返

済能力を調査しないまま、もとより保証人から回収することを狙った略奪的貸付を

行ってきた。そして、ＳＦＣＧが保証の危険性について、保証人に対して何ら説明

していないことは公知の事実である。基本的に、ＳＦＣＧの保証は錯誤によってな

されたものである。 

 そして、このような係争性のある権利の譲渡は弁護士法に抵触するものと考えら

れる。 

 (株)アイ・スカイとエイチ・エス債権回収(株)は、このように多くの問題を抱え

ているＳＦＣＧの保証人に対する請求を即時に停止すべきである。私たちは、(株)

アイ・スカイやエイチ・エス債権回収(株)による不当な回収行為に屈することなく、

保証人救済のために徹底して闘うことを決議する。 
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